
       

長
生
き
を
ね
ら
っ
た
の
か
、
安
倍
内
閣
は
「
理
解
し
に
く
い
解
散
」
を
行
い
第

47
回
衆
院
選
が
行
わ
れ
た
。
だ
か
ら
投
票
に
行
か
ぬ
国
民
が
半
数
近
く
、
戦
後
最

低
の
投
票
率
だ
っ
た
が
与
党
（
自
・
公
）
は
２
／
３
の
議
席
を
確
保
し
た
。
私
た
ち

の
課
題
な
り
思
う
こ
と
を
い
く
つ
か
。 

 

第
一
に
、
自
民
党
支
持
「
圧
勝
」
で
は
な
い
。
３
割
弱
の
得
票
率
で
、
有
権
者
総

数
か
ら
見
れ
ば
約
１
・
５
割
の
支
持
で
、
６
割
強
の
議
席
を
得
て
い
る
。
こ
の
民
意

を
反
映
し
て
い
な
い
小
選
挙
区
制
を
変
え
て
い
く
声
を
広
め
て
い
き
た
い
。 

 

第
二
に
、
本
土
の
メ
デ
ィ
ア
は
沖
縄
問
題
を
（
生
命
か
け
て
の
辺
野
古
基
地
移
設

反
対
運
動
も
）
ほ
と
ん
ど
報
じ
て
な
い
。
選
挙
の
争
点
に
も
な
ら
ず
。
し
か
し
、
沖

縄
全
選
挙
区
で
自
民
党
完
敗
だ
っ
た
。
こ
の
沖
縄
の
闘
い
に
学
ぼ
う
。
い
の
ち
と
く

ら
し
に
根
づ
い
た
願
い
、
ね
ば
り
づ
よ
い
闘
い
、
幅
広
い
共
闘
…
。
選
挙
争
点
か
ら

さ
け
ら
れ
た
集
団
的
自
衛
権
問
題
や
原
発
問
題
や
教
育
問
題
も
だ
が
「
自
民
圧
勝
」

の
あ
と
、
内
閣
は
〝 

戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
、
人
づ
く
り
〟
に 

発
言
ト
ー
ン
を 

  

      

あ
げ
、
原
発
再
稼
働
へ
も
「
熱
心
」。
許
せ
な
い
。
沖
縄
の
闘
い
に
学
び
、
大
衆
運
動

の
盛
り
あ
げ
で
悪
政
と
闘
お
う
。 

 

第
三
に
、
安
倍
内
閣
は
「
圧
勝
」
に
乗
じ
て
、
実
質
的
に
集
団
的
自
衛
権
容
認
や

秘
密
保
護
法
施
行
で
改
悪
し
て
き
た
憲
法
を
明
文
的
に
も
改
悪
す
る
発
言
が
増
え
て

い
る
。
〝 

再
び
戦
争
を
く
り
返
さ
な
い 

〟
た
め
に
全
力
で
、
し
か
も
小
異
を
残
し

て
大
同
に
つ
く
姿
勢
で
憲
法
改
悪
阻
止
の
戦
線
を
広
め
強
め
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
、
闘
い
は
働
く
者
（
労
働
者
・
勤
労
国
民
）
が
中
心
に
、

先
頭
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
後
の
労
働
運
動
、
平
和
運
動
の
歴
史
は
そ
れ
を
教

え
て
い
る
。
私
た
ち
働
く
者
に
か
け
ら
れ
て
い
る
労
働
法
制
の
改
悪
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
働
く
者
の
い
の
ち
や
権
利
を
そ
ま
つ
に
す
る
攻
撃
に
反
撃
す
る
闘
い
と
学
習
に
全

力
を
あ
げ
、
社
会
的
諸
課
題
（
改
憲
阻
止
を
頂
点
と
す
る
政
治
闘
争
）
と
結
合
し
よ

う
。
労
働
者
は
社
会
の
主
人
公
で
あ
り
、
歴
史
を
創
る
中
心
で
あ
る
。
労
働
大
学
で
、

ま
な
ぶ
学
習
活
動
で
闘
い
の
確
信
と
展
望
を
！ 

  


